
2023年度 第 10回定例理事会議事録  

 

日 時：2023年 12月 21日（木） 15:00‐17:00 

場 所： ピアマリン 1階 日本人会ミーティングルーム (Web参加あり) 

会議出席者：（理事） 権田、時任、野口、伊藤慎太郎、山口、須永、井上、今津、長藤、スミス    

※リモート参加  冨江、山浦、ペレズ 

欠席者： 久住、渡辺奈々、渡辺・ドミンゴ 

 

傍聴： 事務局２名  

        

議 題： 

1. 2023年度活動計画並び予算案報告 

（１） 教育部 

（２） 青年部 

（３） 文化・商工部 

（４） 渉外広報部 

（５） 総務部 

（６） 会計部 

2. 審議・承認事項 

（１） 日本人学校・理事会の組織変更 

（２） 日本人学校・学校長のアサインメント 

（３） 日本人学校・構成メンバーの変更 

 

（青年部）冨江部長 

秋祭りについての報告事項と決議事項がある。 

（１） 報告事項 

・来場者数 39，０００人 

・チケット販売 ＄185，000 

・寄付 ＄150，000 

収支見込みは約＄63,500の利益でほぼファイナルとなる。 

（２） 決議事項 

・秋祭りの動画撮影をグアム TV さんに依頼し、当日の映像をスクリーンに投影するなど撮影

費として＄6，708 が予算に計上されていた。録画された約８時間の動画について長短２種類

の編集をお願いする場合の見積もりが＄4，160であるが、承認を得たい。 

⇒動画の編集費用として＄4，160の支出について全会一致で承認された。 

（質疑応答） 

・長藤理事―物販担当から購入時に付与されたポイントがある。こちらを日本人学校で使えるような

筆記用具の購入に充てて日本人学校に寄付したい。 



→野口副会長―良いと思うが皆さん如何か。→全会一致で承認された。 

・時任副会長―スポンサー担当からスポンサーさんへ例年は感謝状を渡していたが記念品としての

小物をお渡ししてはどうか？ 

→ドリンクサポーターさんなど感謝状を応接室に飾っているところが多く、楽しみにしているとの意見

があった。 

⇒今年については全てのスポンサーへ感謝状を贈呈するが、ダイヤモンドスポンサーの７社へは記

念品も試験的に贈呈することとする。 

 

（文化商工部）山浦理事 

１．ハロウィンパレードについて 

・10/22 に行われたハロウィンパレードについて特に大きな失敗などはなかったと思う。食事を提供し

ているが、許認可の必要性について来年の検討事項となる。 

・ハロウィンパレードとして予算は＄1，500 計上していたが、収支については参加費として＄350 の収

入があり、会場費と食事代で＄1，211.50の支出があった。 

・来年以降の参加費用については会員の方は無料でも良いのではと思う。来年以降検討したい。 

 

２．アートアンドクラフトフェアについて 

・今年の開催は見送りとしたい。 

・来年度からは Japan Sunday との合同開催も検討。 

野口副会長－アンケートの結果を一覧表にしている。日本領事館との共同開催には賛成の意見が多

かった。 

 

（渉外広報部）山口部長 

ウェブサイト更新予定 

・秋祭りお礼と報告について、冨江部長と時任さんにお願いする。 

・「１９９３年にお神輿が来た」については飯塚さんに依頼する。 

 

１２月中に更新予定 

・日本人学校より、幼稚部の親子教室オープンハウスの開催。 

・日本人学校から１月に予定していた入学説明会のご案内。 

 

１月更新予定 

・総領事 新年の挨拶 

・会長 新年の挨拶 

・アート＆クラフトフェアー開催中止のお知らせ―文化商工部で原稿を作成する。 

 

インスタグラムとフェイスブックのフォロワーについて秋祭り後もアンフォローされることなく、フォロワ

ー数は伸びている。ローカルから日本人会についてのお問い合わせがあったり、事務局にも日本語を



学べる場所はないかなどのお問合せもある。会として一般向けに何か出来ることがあるのではという

のも今後の課題にしていきたい。 

 

（総務部）野口部長 

・新年祝賀会を１月１日に星野リゾートで開催する。合計９４名の参加表明があるが、予算の都合から

食事の準備を８０名ギャランティでお願いしている。領事館から＄2，400 の共催金を頂くことになって

いる。日本人会の予算を＄2，500で組んでいるが、一人＄６０で８０名の合計＄4，800 となり、予算内

で納めることが出来きそう。 

・新年祝賀会の式次第について乾杯は峰岸先生が辰年との事でお願いする。また、飯塚さんと坂元さ

んが外務大臣表彰を受けられた旨を紹介する。 

・10/24付で本採用となった事務局の許奈津子さんについての報告。 

 

（会計部）井上部長 

・１１月の締めについては会計アドバイザリー業務をお願いしている池端さんの諸事情により、実績値

については未集計。 

・2024 年 3 月末の収支予想の資料を作成した。2023 年度の活動より収入は＄390，410 となり、支出

が＄324，419 で約 65，000 のプラスとなる。但しこの金額には日本人学校への寄付金は含めていな

い。 

・現金残高について 2024 年 3 月末時点では＄315，933 を予想。仮に日本人学校へ秋祭りとチャリテ

ィーゴルフの寄付金として＄65，000を支出した場合、残金は＄250，933 となる。 

・今後の懸念点として仮に来年の秋祭りが天候により中止となった場合、事前に日本人会から支払い

をしている費用が＄115，000 ほどあるのでこれが損失となると＄136，000 まで減少する。万一、２年

連続で中止となると現金残高は＄21，000まで減少する。 

・秋祭りの収益の全てを日本人学校へ寄付するのではなく、例えば＄20，000 ほど日本人会でプール

することが出来れば５年で１回分ぐらいの秋祭りの中止の損失は補えるのではと思う。 

 

（教育部）時任部長 

 

審議事項 

・学校理事会で承認された組織改革について進捗の報告。来年度からは日本人会からの決議権

を 20％に制限し、経営難であることから有識者を 50％に増員して学校理事会を構成する。 

・学校理事長の選出方法変更について 

→１月の理事会にて承認を得たい。 

 

・秋祭りの収益について日本人学校への寄付金の分配率を日本人学校を 65％、日本人会に 35％

としてはどうか。日本人学校としては＄40，000の寄付があれば、今後の目途は立つと思う。 

→日本人会の収支見込みも考慮して決めたい。 

 



・交換留学事業について 

グアムで日本語を勉強している中高生を対象に日本を体験してもらうことを目的として交換留

学事業を行う。秋祭りのスポンサーをお願いする上で、今後は日本人学校への寄付だけと言う

のは難しい。スポンサーにとって秋祭りの宣伝効果のみならず、地域への貢献を強く打ち出す

ことが必要。 

 

交換留学事業を行うにあたり、グアム日本人会が委嘱するグアム日本人会国際留学委員会を創

設したい。実際の交換留学事業の運営は当該委員会が管轄する。専門的な知識が必要になるこ

とから、このような委員会を立ち上げることに対して承認を得たい。 

→検討する時間が必要との意見あり。 

→プログラムにはとても意義があるものだが、会員へのメリットを優先したほうが良いのでは

ないか。 

⇒プログラムへの理解を深める時間を取り、来月の承認事項とする。 

 

・５Kランの開催 

５K実行委員会を発足し、第１回の実行委員会を行った。事後報告になるが、承認を頂きたい。 

野口副会長→日本人学校で主催すると聞いていたが日本人会主催に変更になったのか。 

時任部長→日本人会主催のチャリティーゴルフと同じ枠組みで行いたい。 

⇒５Kについても日本人会が主催するチャリティーゴルフと同様に日本人学校の支援のための

イベントとする。 

 

5Kについて収支は日本人会となるが、スポンサーサイドから税金控除の対象となるので、寄付

の支払先を日本人学校にしたいと依頼があった。 

⇒依頼があった場合は日本人学校宛の小切手で受け取ることとする。 

 

・１月７日に日本人学校にて米国人事関係に関するセミナーを開催する。８名の空きがある 

ので日本人会会員のメリットとして参加を募集したい。 

→今回は年末で事務局が閉館しているため、日本人学校から発信する。今後は日本人会事務局

から発信する。 

 

 

 

 


